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當麻（当麻）の略歴

• 1979年3月 早稲田大学修士課程修了

（シールドトンネルに関わる研究）

• 1979年4月 電力中央研究所 地盤耐震部

• 2005年7月 同 地球工学研究所長

• 2010年4月 同 知的財産センター所長

• 2014年6月 株式会社電力計算センター

現在に至る



財団法人 電力中央研究所 昭和54年(1979）就職

平成30年6月現在



発送電、変電、配電に関わる研究



主な担当研究課題

• 原子力土木（非常用取水設備）

• 地中線土木（洞道、埋設管）







中部電力 浜岡原子力発電所



地中RC構造物の崩壊





震度法によった慣用設計



濱田正則ほか
「原子力耐震工学」鹿島出版会



地盤耐震屋とコンクリート屋のコラボ

• 荷重をください？？

• 実験（振動台実験、静的加力実験）

• 数値解析（フレームばねモデル、FEMモデル）

• 震度法（地震時土圧法）に替わる設計法へ



電中研の耐震実験システム





地盤耐震屋による実験

測定された土圧は、地震時土圧式による値や分布とは異なる



コンクリート屋による実験

集中荷重と分布荷重の違い → せん断耐力への影響？
梁・柱部材と面部材との違い



両分野共同の実験

大友敬三ほか

鉄筋コンクリート製地中構造物の耐震
性能照査法の高度化

電力中央研究所研究報告2002.2



地震応答解析

濱田正則ほか
「原子力耐震工学」鹿島出版会



地盤中での構造物の終局状態を探る

• 地盤材料の非線形性

• 構造物の非線形性（部材レベル材料レベル）

• 地盤・構造物接触面の不連続性

• 構造物が最大耐力に至らないことを照査

→耐震性能（通水機能）を担保





今から振り返れば．．．

• 所与の設計地震動に対しての照査に限定

• 地震動自体の議論は別

• 設計地震動を超える地震動→思考停止



設計用限界地震Ｓ２

• 1978年に定められた「発電用原子炉施設に
関する耐震設計審査指針」（旧指針）

• 地震学的見地に立脚し設計用最強地震を上
回る地震であり、

• 敷地に影響を与える最も大きな地震



米国で研究（1985年から１年間）

コロンビア大学
ブルックヘブン国立研究所
原子力部 構造解析研究室



設計を超える地震動によるリスク



確率論的地震リスク評価

米国に３０年遅れ？？



2007.7.16



地震随伴事象に対する考慮

（津波に対する安全性）

施設の供用期間中に極めてまれではあるが発
生する可能性があると想定することが適切な津
波によっても、施設の安全機能が重大な影響を
受けるおそれがないこと。

http://www.rist.or.jp/atomica/dic/dic_detail.php?Dic_Key=2140










福島第一原子力発電所

• 各号機は昭和４１年～昭和４７年に設置許可
を取得。

• 当初、津波に関する明確な基準はなく、既知
の津波痕跡を基に設計。

• 小名浜港で観測された既往最大の潮位とし
て昭和３５年のチリ地震津波による潮位を設
計条件。（O.P. ＋３．１２２ｍ ）







・新たな耐震・耐津波
設計およびリスク管理
の枠組み

・安全確保に向けた
周辺地域との関わり

・土木技術者の役
割

委員の大半は
地震工学委員会
委員







津波氾濫流水路

電力中央研究所



研究成果の測定

• アウトプット

報告書、論文、著書、特許、

データ、ソフトウェア

• アウトカム（社会への影響）

引用、ライセンス、ダウンロード、

設計指針、普及啓発



アウトカムマネジメント
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